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講義の目的と進め方
この科目では経済現象を記述するデータについて、それらがどのようにして作成されたものであり、ど

のような分析が行えるかということを学ぶ。

最新の日本の統計データを眺めることによって、日本経済の現況を認識することができる。これらの最

新データを、表やグラフの形にまとめたものはプリントして配布、または講義用ホームページ (アドレスは
後述)に掲載する。

• 講義形態 · · · 教室においてスライドを用いた説明をおこない、理解度チェックのための練習問題を随
時おこなう。

• 出欠 · · · 講義開始時にカードで出席をとる。また、遅刻者には講義終了時に別のカードを配る。出席
はあくまで成績に加点するために用いる。評価の基準については下の表を参照のこと。

• 授業中のマナー · · · 携帯等厳禁、私語については相談は良いがそれ以上は厳禁とします。
• 評価 · · · 中間試験 (50点満点)、期末試験 (100点満点)、レポート (2回程度を予定)、出席点 (1回 1
点、遅刻は 0.5点)、小テスト等 (状況によって実施)によって評価する。試験において重要な部分は
講義中に何回も繰り返すので、きちんと理解しておけば出来るはずである。

中間試験 50点満点 優 160点 ∼
期末試験 100点満点 良 120点 ∼ 159点
レポート (2回の合計) 約 50点満点 可 100点 ∼ 119点
出欠 約 25点満点 不可 ∼ 99点
小テスト等 約 25点満点
合計 約 250点満点

参考書
講義の参考書として次の 3冊を挙げておきます。

• 佐竹 元一郎 編著 (2004)『経済の統計的分析』 中央経済社

• 中村 隆英 ほか (1992)『経済統計入門』(第 2版) 東京大学出版会

• 廣松 毅 ほか (2006)『経済統計』新世社

質問等
講義時間中の疑問はその場で解決するようにしてください。わからないことがあったら遠慮なく聞いて

ください。出席カードの裏面に質問を記入した場合には、次回の講義で回答します。

講義時間中以外に質問がある場合には、オフィスアワーの利用が 1つの手です。オフィスアワーは火曜日
の 2限です。この時間以外にも、月曜日、火曜日は大体大学に居るので 514研究室を訪ねてみてください。
また、e-mailでの質問も随時受け付けています。アドレスは kawada@tokuyama-u.ac.jp です。

講義用ホームページ
事務連絡、出席状況や課題提出状況など有用な情報を講義用 HPに掲載します。コンピュータ室や自宅

から閲覧してください。アドレスは http://www2.tokuyma-u.ac.jp/kawada です。


